
令和７年１１月６日

第２回総合計画審議会

No 委員名 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の回答

1
鈴木絢子

委員
③修正 10

【人口ビジョン】
出生・死亡数の推移　（グラフ）

グラフ下の年の記載について、横書きの方が
見やすい。

【企画課】
ご意見のとおり修正します。

2
鈴木絢子

委員
③修正 11

【人口ビジョン】
合計特殊出生率（ベイズ推定値）の
隣接市との比較（表）

区分の伸び横の【（BーA）】の『―』が長す
ぎてマイナスと分かりづらい。

【企画課】
ご意見のとおり修正します。

3
鈴木絢子

委員
③修正 13

【人口ビジョン】
転入数・転出数の推移（グラフ）

グラフ下の年の記載について、横書きの方が
見やすい。

【企画課】
ご意見のとおり修正します。

4 竹本委員 ②提案 45

【総合戦略】
基本目標1
②防災意識の向上におけるKPI
防災研修等及び防災訓練の参加者数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

【危機対策課】
　人口減少が進む中、町内会への加入率が減少傾向にあるなど、住民の地域離れ
が進んでいることから、現在の目標値は低すぎることはないものと考えておりま
す。

5
鈴木一功

委員
①質問 47

【総合戦略】
基本目標1
⑧生活排水対策の充実

水洗化率向上のため、下水道等への接続に係
る費用の補助制度はあるか。

【下水道課】
・下水道供用開始後３年以内に浄化槽撤去又は汲み取り便所を公共下水道に接続
する排水設備工事に対し１件１万円と、この他に住宅リフォーム振興助成事業に
併せて公共下水道に新規に接続するための屋外排水設備工事が５０万円以上の場
合に５万円、工事費が１０万円以上５０万円未満の場合は工事費の１０％を助成
する制度がございます。なお、工事費が１０万円未満は、対象になりません。

6
鈴木一功

委員
②提案 48

【総合戦略】
基本目標1
⑨道路施設の長寿命化

舗装改良は重要だが、狭隘路の道路拡幅につ
いても計画に入れたらどうか。

【建設課】
道路拡幅には、拡幅用地の地権者の合意が必須であることから、目標値を定める
ことが困難であると考えております。

7 竹本委員 ②提案 49

【総合戦略】
基本目標2
基本目標
平均就職率

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

※第十二次基本計画 P104
4 商工業の振興
②成果指標「平均就職率」も同様

【産業課】
　公共職業安定所三島管内のR7.9の就職率と充足率はそれぞれ22.4％と10.6％、
伊東管内のR7上半期の平均就職率と平均充足率はそれぞれ29％と12.1％となって
おり、目標値の大幅な上昇を見込むことができない指標でありますことから、諮
問案のとおりとしたいと考えます。

8
鈴木一功

委員
①質問 50

【総合戦略】
基本目標2
➁地産地消の推進

飲食店における地魚取扱店とはどういう店を
指すのか。また、その周知方法はどうしてい
るのか。

【産業課】
　地魚取扱店とは、地魚の魅力を発信するとともに、地魚の消費拡大や販売促
進、魚食普及に努め、地域全体で水産業の６次産業化に取り組むことを目的とす
る伊豆・いとう地魚王国に加盟している店舗を指しています。評価指標について
は、新規加盟店3店舗、5ヵ年で累計15店舗を目標としました。なお、現在の加盟
店舗数は31店舗となっています。
　また、周知方法については、伊豆・いとう地魚王国の㏋やFacebook等で幅広く
周知しております。

伊東市人口ビジョン・総合戦略（諮問案）に対する意見等
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伊東市人口ビジョン・総合戦略（諮問案）に対する意見等

9 竹本委員 ②提案 50

【総合戦略】
基本目標2
④地域の商業活性化におけるKPI
空き店舗のリノベーション数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

【産業課】
　１年度につき、１件のリノベーション実績を想定しておりましたが、令和７年
度から開始するリノベーションスクール受講者が５か年計画の後半に出店・起業
が増加していくことを想定し、７件（５か年累計）に上方修正します。

（参考）
R8:1件、R9:1件、R10:1件、R11:2件、R12:2件

10
鈴木絢子

委員
①質問 51

【総合戦略】
基本目標2
⑥本市の特性に合った企業誘致
KPI「新規企業立地件数」

令和6年度単年度の実績が3件の企業立地が
あったにも関わらず、5か年累計の目標が7件
と弱気に感じるがなぜか。

11 竹本委員 ②提案 51

【総合戦略】
基本目標2
⑥本市の特性に合った企業誘致にお
けるKPI
新規企業立地件数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

12 竹本委員 ②提案 53

【総合戦略】
基本目標3
①移住定住の促進・関係人口の拡大
におけるKPI
移住者数（静岡県調査による。）

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

※第十二次基本計画 P110
7 移住定住の促進・関係人口の拡大
②成果指標「移住者数」も同様

【企画課】
直近５年間（Ｒ１～Ｒ６）の移住者数の推移を考慮し、ご意見を踏まえ、移住者
数（静岡県調査による。）のＫＰＩを２３０人に上方修正します。

13 竹本委員 ②提案 53

【総合戦略】
基本目標3
①移住定住の促進・関係人口の拡大
におけるKPI
移住相談件数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

※第十二次基本計画 P110
7 移住定住の促進・関係人口の拡大
②成果指標「移住相談件数」も同様

【企画課】
移住サイトを通じた積極的な周知に努めることから、ご意見を踏まえ、移住相談
件数のＫＰＩを５５０人に上方修正します。

14
鈴木一功

委員
②提案 54

【総合戦略】
基本目標3
➁交流人口の拡大
イ　本市の魅力の戦略的な発信

中国人観光客の誘致のため、中国のＳＮＳ
『ＲＥＤ』のアカウントを作り、情報発信を
したらどうか。

【観光課】
現在、中国向けには『ウエイボー』活用していますが、『ＲＥＤ』についても令
和８年度の実施に向け検討しているところです。

15 竹本委員 ②提案 54

【総合戦略】
基本目標3
①移住定住の促進・関係人口の拡大
におけるKPI
子育て世帯の方の移住数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。
【企画課】
ご意見を踏まえ、移住者数（静岡県調査による。）のＫＰＩを２０世帯に上方修
正します。

【企画課】
令和６年度の件数については、サテライトオフィス誘致事業等の過年度からの継
続的な誘致活動の結果同年に開設に至ったものであり、過去５年の１年あたりの
平均件数は１.６件となっております。

過去の実績、ご意見を踏まえ、目標値を９件に上方修正します。

（参考）
過去５年間の累計（R2-R6）８件
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伊東市人口ビジョン・総合戦略（諮問案）に対する意見等

16
鈴木絢子

委員
②提案 55

【総合戦略】
基本目標3
②交流人口の拡大
ウ　市内消費につながる周遊・滞在
型観光の推進

『伊東市街地地区』という言い回しが長く感
じる

『伊東市街地』ではいかがでしょうか。
【観光課】
観光基本計画の地区別の名称であり、統一する観点から、修正なしでお願いした
いと考えております。

17 竹本委員 ②提案 55

【総合戦略】
基本目標3
②交流人口の拡大
ウ　市内消費につながる周遊・滞在
型観光の推進におけるKPI
伊東での滞在日数（２泊以上の割
合）

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

※第十二次基本計画 P100
2 新たな観光形態の構築・推進
②成果指標「伊東での滞在日数」も同様

【観光課】
ご意見を踏まえ、３０％へ上方修正いたします。

18 竹本委員 ②提案 55

【総合戦略】
基本目標3
②交流人口の拡大
ウ　市内消費につながる周遊・滞在
型観光の推進におけるKPI
日帰り客１人当たりの市内での総消
費額

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

【観光課】
ご意見を踏まえ、１４，０００円へ上方修正いたします。

（参考）
飲食費4,000円⇒ 5,000円（＋1,000円）
お土産2,700円⇒ 5,000円（＋2,300円）
交通費3,000円⇒ 4,000円（＋1,000円）
合　計9,700円⇒14,000円（＋4,300円）

19 竹本委員 ②提案 55

【総合戦略】
基本目標3
②交流人口の拡大
ウ　市内消費につながる周遊・滞在
型観光の推進におけるKPI
宿泊客１人当たりの市内での総消費
額

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

【観光課】
ご意見を踏まえ、３６，０００円へ上方修正いたします。

（参考）
宿泊費15,000円⇒20,000円（＋ 5,000円）
お土産 4,600円⇒10,000円（＋ 5,400円）
交通費 5,000円⇒ 6,000円（＋ 1,000円）
合　計24,600円⇒36,000円（＋11,400円

20 竹本委員 ②提案 55

【総合戦略】
基本目標3
③商工業への支援訂正
商業パワー全開事業の利用件数

目標数値が低すぎるのではないのでしょう
か。

再検討し上方修正を希望します。

【産業課】
　本事業は、予算の都合上、１年度につき最大４件の申請を受け付けるものとし
て、５年×４件＝２０件を目標といたしました。近年、特定の団体３件の申請が
固定化されているという課題もあり、新規の申請団体の掘り起こしが必要なって
いることから、諮問案のとおりとしたいと考えます。
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21
鈴木一功

委員
③修正 61

【総合戦略】
基本目標4
⑩個に応じた教育的支援の充実

学校が楽しいと思う子どもの割合（中学生）
の現状と目標の数値が同じ。

目標は現状より高い割合では。

※第十二次基本計画 P86
４ 未来を創る教育の充実（小・中学校）
②成果指標「学校が楽しいと思う子どもの
割合（小・中学校）」も同様

22
鈴木絢子

委員
①質問 61

【総合戦略】
基本目標4
⑩個に応じた教育的支援の充実

現状と目標が変わらないのはなぜか。
※第十二次基本計画 P86
４ 未来を創る教育の充実（小・中学校）
②成果指標「学校が楽しいと思う子どもの
割合（小・中学校）」も同様

【教育指導課】
　学校が楽しい場となることは大事ですが、近年は90％程度で高止まりの状態で
あり、これ以上高い数値目標は現実的ではないと考えております。文科省の認識
も変わりつつあり、集団生活が苦手な子、学校に馴染めない子が一定数いること
を前提として、学校がどのように対応していくのかが重要です。このような近年
の状況も踏まえると、今回設定した数値目標は適切と考えております。

（参考：第十二次基本計画における同KPIについて）
　文科省は不登校に対する認識を「どの児童生徒にも起こり得るものとして捉
え、不登校というだけで問題行動であると受け取れられないような配慮が必要」
「『学校に登校する』という結果のみを目標にするのではなく」としています。
また、いじめについても、認知件数が少ない学校については、いじめが放置され
ているケースもあるのではないかと懸念している旨を通知するなど、認識が変わ
りつつあります。
　したがって、現状値がかなり高く、高止まりで推移していることもあり、これ
以上高い数値目標を掲げることは適切でないと考えております。
　もちろん、学校が楽しい場となることは大事であり、引き続き目標としてまい
りますが、これ以上高い数値目標は現実的ではありません。学校に馴染めない
子、集団生活が苦手な子が一定数存在することを前提として、学校がどのように
対応していくのかが重要であると考えております。つきましては、高すぎる目標
と結果が大きく乖離し、達成度だけを見て議論されることで、返って伊東市の学
校に対する疑問・不安を生じさせることを懸念したものです。
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